
平成２６年（２０１４年）５月９日発行 （２４２号）　 　－８－

謂

井

遺

亥

違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違

違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違
医 医次の定例会は 開会予定です。平成２６年５月３０日（金）

市 議 会 だ よ り

 
賛
成
討
論
（
要
旨
）

岸
田
正
義
（
市
議
会
民
主
党
）

　

婚
姻
歴
の
有
無
に
よ
っ
て
年
間　
１６

万
円
（
モ
デ
ル
試
算
）
も
負
担
が
大

き
く
な
る
現
制
度
は
、
少
子
化
の
中

で
尊
い
命
を
引
き
受
け
、
一
生
懸
命

に
働
き
、
税
金
を
納
め
な
が
ら
育
て

て
い
る
親
へ
の
不
当
な
扱
い
で
あ
る
。

子
ど
も
は
親
の
環
境
を
選
ん
で
生
ま

れ
て
く
る
わ
け
で
は
な
い
。
子
ど
も

の
育
つ
環
境
へ
差
別
を
持
ち
込
む
現

制
度
の
改
善
を
強
く
求
め
る
。

 
賛
成
討
論
（
要
旨
）

遠
藤
百
合
子
（
自
民
党
小
金
井
）

　

平
成　

年
度
当
初
に　

人
の
待
機

２５

１８８

児
童
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
を
考
え

れ
ば
、「
待
機
児
童
の
救
済
措
置
を

求
め
る
」
要
望
に
応
え
る
こ
と
は
、

重
要
な
市
の
責
務
で
あ
る
。
入
所
条

件
と
し
て
夫
婦
所
得
の
高
低
に
配
慮

す
る
こ
と
、
市
の
保
育
料
が　

市
中

２６

で
低
い
方
か
ら
７
番
目
で
あ
る
こ
と

に
鑑
み
て
国
基
準
の　

％
に
近
づ
け

５０

る
こ
と
等
を
提
案
し
、
賛
成
と
す
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

小
林
正
樹
（
公
明
党
）

　

毎
年
定
員
枠
増
を
し
て
も
待
機
児

童
へ
の
対
応
が
追
い
つ
か
な
い
状
況

は
課
題
で
あ
り
、
緊
急
措
置
を
願
う
。

一
方
、
本
市
で
子
ど
も
を
産
み
、
子

育
て
を
し
た
い
と
い
う
期
待
で
も
あ

る
。
生
活
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
た
保

育
が
選
択
で
き
る
よ
う
、
バ
ラ
ン
ス

の
取
れ
た
支
援
が
必
要
で
あ
り
、
そ

の
た
め
に
も
公
立
認
可
園
の
受
益
者

負
担
や
体
制
見
直
し
が
必
要
で
あ
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

林　

倫
子
（
生
活
者
ネ
ッ
ト
）

　

子
ど
も
が
生
ま
れ
て
も
働
き
続
け

婚
姻
歴
の
な
い
ひ
と
り
親
家
庭
の

母
（
父
）
へ
の
「
寡
婦
（
夫
）」
控

除
み
な
し
適
用
に
関
す
る
陳
情
書

待
機
児
童
の
緊
急
救
済

措
置
を
求
め
る
陳
情
書

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き
に
、
安
心

し
て
預
け
ら
れ
る
場
所
が
な
い
の
は

理
不
尽
と
い
え
る
。

　

子
ど
も
の
権
利
に
関
す
る
条
例
第

７
条
の
「
安
心
し
て
生
き
る
権
利
」

や
、
第　

条
の
「
家
庭
で
の
子
ど
も

１２

の
権
利
の
保
障
」
に
沿
っ
て
、
必
要

な
支
援
、
施
策
を
行
う
よ
う
求
め
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

片
山　

薫
（
市
民
自
治
）

　

本
陳
情
に
対
し
て
は
、
２
千　

筆
６８８

の
署
名
が
集
ま
っ
た
。
市
は
こ
れ
を

受
け
て
、
保
育
マ
マ
の
複
数
体
制
、

公
共
施
設
の
利
用
、
保
育
者
の
確
保

等
、
庁
内
横
断
的
な
検
討
を
早
急
に

行
う
べ
き
で
あ
る
。
本
来
は
子
ど
も

の
権
利
条
例
に
基
づ
い
て
、
安
心
し

て
生
き
る
権
利
が
保
障
さ
れ
る
べ
き

で
あ
る
。
検
討
結
果
を
議
会
や
当
事

者
に
報
告
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

 
賛
成
討
論
（
要
旨
）

板
倉
真
也
（
日
本
共
産
党
）

　

こ
れ
以
上
の
負
担
増
は
生
活
を
一

層
脅
か
す
も
の
と
な
る
。
そ
う
さ
せ

な
い
た
め
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
出

額
の
引
上
げ
、
健
診
事
業
充
実
に
よ

る
市
負
担
分
の
増
加
抑
制
、
国
庫
補

助
金
を
国
の
責
任
で
引
き
上
げ
さ
せ

る
こ
と
、
口
座
振
替
や
コ
ン
ビ
ニ
納

付
の
Ｐ
Ｒ
に
よ
る
納
付
忘
れ
の
防
止

と
い
っ
た
施
策
に
よ
り
、
国
保
税
増

税
を
ス
ト
ッ
プ
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

国
保
税
の
増
税
を
見
直
し
、

安
心
し
て
医
療
に
か
か
れ
る
よ
う

に
す
る
こ
と
を
求
め
る
陳
情
書

議　

決　

結　

果

○賛成　×反対　△退席

付　
　

託　
　

先

請願・陳情の審議結果
 付託先略称　総：総務企画委員会　　厚：厚生文教委員会　　　　　　建：建設環境委員会

会派名（人数）　 ※議長は除く
こ
が
お
も
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革
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活
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ネ
ッ
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棺

日
本
共
産
党

 

 
棺

自
民
党
小
金
井 
款要　　　　　　旨件　　　名

採　択○○○×○○○×○×厚
昨年６月の定例会での同補助金に係る条例改正により、どのよ
うな影響が出ているのか実態を調査し、昨年度については、こ
れまで補助を受けられていた家庭で対象外になった家庭に対
し、何らかの形で支援等を求める。

私立幼稚園就園奨励費補助金の是
正に関する陳情書

採　
　
　
　
　

択

採　択○○○×○○○×○×厚
昨年６月の定例会での同補助金に係る条例改正により、どのよ
うな影響が出ているのか実態を把握して公表し、これまで補助
を受けられていた家庭で対象外になった家庭に対し、昨年に遡
って補助金を支給すること等を求める。

私立幼稚園奨励補助金の是正に関
する陳情書

採　択○○○○○○○○○○厚
保育料算定や公営住宅利用などの手続を行う上で、担当する社
会福祉部門で、婚姻歴のないひとり親家庭であることを認定し
た上で、現行税法の「寡婦（夫）」と同等の控除をしたものと
して取り扱うことを求める。

婚姻歴のないひとり親家庭の母
（父）への「寡婦（夫）」控除み
なし適用に関する陳情書

採　択○○○○○○○○○○厚
平成２６年度のできるだけ早い時期に、市の責任で待機児童の緊
急救済措置としての保育室、あるいはそれに代わる施設を設置
することについて、結論を平成２６年３月末までに出すことを求
める。

待機児童の緊急救済措置を求める
陳情書

趣旨採択○○○○○○○○○○建
今後、武蔵小金井駅北口のロータリーを再整備するに当たっ
て、南口同様、コンコースから出てきたところの透光性の屋根
やロータリー全体に設置されている連続したバス停の屋根の設
置等を求める。

武蔵小金井駅北口のロータリーに
も、南口と同等の「雨よけ」設備
を設置すること等を求める陳情書

趣
旨
採
択

不採択○○○×○○××××総現在部長職を充てている監査委員事務局長について、遅くとも
平成２６年４月から課長職を充てることを求める。

小金井市役所は部長職が多過ぎる
ので、監査委員事務局長職を部長
級から課長級に改めることを求め
る陳情書

不　
　
　
　

採　
　
　
　

択

不採択○○○×○○××××総現在部長職を充てている会計管理者について、遅くとも平成２６
年４月から課長職を充てることを求める。

小金井市役所は部長職が多過ぎる
ので、会計管理者を部長級から課
長級に改めることを求める陳情書

不採択○○○×○○××××総
小金井市役所の職員に支給されている扶養手当を、遅くとも平
成２６年４月から東京都職員と同率にまで引き下げることを求め
る。

人件費比率がワースト１位になっ
たことを踏まえ、市職員の扶養手
当支給率を都職員と同一水準にま
で引き下げることを求める陳情書

不採択○○○×○○××××総
小金井市役所の職員に支給されている期末手当の加算率を、遅
くとも平成２５年１２月に支給するものから東京都職員と同率にま
で引き下げることを求める。

人件費比率がワースト１位になっ
たことを踏まえ市職員の期末手当
の加算率を都職員と同一水準にま
で引き下げることを求める陳情書

不採択○○○×○○××××総
小金井市役所の職員に支給されている勤勉手当の加算率を、遅
くとも平成２５年１２月に支給するものから東京都職員と同率にま
で引き下げることを求める。

人件費比率がワースト１位になっ
たことを踏まえ、市職員の勤勉手
当支給率を都職員と同一水準にま
で引き下げることを求める陳情書

不採択×○○×○○××○×厚
国民健康保険加入者にとって重い負担となる増税は見直し、市
の責任で加入者の負担を軽減することや、各種健診事業、予防
接種事業、健康づくり事業を拡充すること等を求める。

国保税の増税を見直し、安心して
医療にかかれるようにすることを
求める陳情書

※　趣旨採択とは、請願・陳情全体の趣旨目的には賛成するが、予算、期限等の関係から、また、具体的な内容については要望どおり実現することが難しいと判断したものです。

 
賛
成
討
論
（
要
旨
）

森
戸
洋
子
（
日
本
共
産
党
）

　

集
団
的
自
衛
権
は
、
同
盟
国
の
要

請
が
あ
れ
ば
海
外
で
武
力
行
使
が
で

き
る
も
の
で
あ
り
、
い
か
な
る
武
力

に
よ
る
威
嚇
ま
た
は
武
力
行
使
、
戦

争
放
棄
と
交
戦
権
を
否
定
し
た
憲
法

第
９
条
に
反
す
る
。
ま
た
、
政
権
に

よ
り
解
釈
が
変
わ
る
こ
と
は
立
憲
主

義
の
否
定
で
あ
る
ほ
か
、
国
民
、
国

会
の
議
論
抜
き
で
決
め
る
の
は
民
主

主
義
に
反
す
る
。
よ
っ
て
賛
成
す
る
。

※　

意
見
書
・
決
議
の
審
議
結
果
は

７
面
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

立
憲
主
義
を
否
定
す
る

政
府
の
憲
法
解
釈
変
更

に
よ
る
集
団
的
自
衛
権

行
使
に
反
対
す
る
意
見
書

　

小
金
井
市
議
会
で
は
、
本
会
議

だ
け
で
な
く
、
委
員
会
も
公
開
し

て
い
ま
す
。

　

本
会
議
は
市
役
所
本
庁
舎
４
階

の
議
場
で
、
委
員
会
は
第
一
会
議

室（
同
３
階
）で
行
わ
れ
ま
す
。
議

会
事
務
局
（
同
４
階
）
で
傍
聴
券

の
交
付
を
受
け
れ
ば
、
ど
な
た
で

も
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

議
会
を

　

傍
聴
し
ま
せ
ん
か

　

４
月　

日
、　

日
、
５
月
２
日

１１

１９

に
全
員
協
議
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

協
議
事
項
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

▼
武
蔵
小
金
井
駅
南
口
第
２
地

区
市
街
地
再
開
発
事
業
に
係
る
都

市
計
画
原
案
に
つ
い
て

全
員
協
議
会
を

開
催
し
ま
し
た

　

議
会
基
本
条
例
（
案
）
策
定
の

進
捗
状
況
、
会
議
録
、
今
後
の
開

催
日
程
等
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

過
去
の
開
催
日
程

　

▼
第　

回
＝
２
月　

日
（
金
）

１０

１４

　

▼
第　

回
＝
２
月　

日
（
月
）

１１

２４

　

▼
第　

回
＝
３
月　

日
（
木
）

１２

２７

　

▼
第　

回
＝
４
月
３
日
（
木
）

１３

　

▼
第　

回
＝
４
月　

日
（
木
）

１４

１０

議
会
基
本
条
例

策
定
代
表
者
会
議


